
事務事業実績測定調書 R4調書番号

１．事務事業の概要

～

～

２．ロジックモデル及び指標設定

３．人員体制 （人）

会計年度任用職員 7.47
特別職非常勤 0.00
附属機関委員 0.00

正職員 7.90
再任用 1.60

任期付職員 0.00

R4実績

達成度 0% 100%

154.36 111.10 17 17 17実績 128.50

100以内 17 17 17 15
（見込み）

R4 R5
目標

100以内 100以内 100以内

R2 R3 R4 R5 R2 R3
指標種類 減少することが良いとされる指標 減少することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

単位 ％ 単位 件

公立保育所が適正に維持管理さ
れている。

公立保育所の施設保全や保守点
検等を行う。

指
標
設
定

指標説明

修繕料に係る当初予算額に対す
る決算額の割合。
【算出式：決算額/当初予算額×
100】

保守点検等実施件数

単位

めざす姿、あるべき姿 公立保育所施設及び小規模保育施設を適切に維持管理、環境整備を行うことで保育の場の安全、衛生面
が確保されている状態（課題が解決した状態）

事業概要
・各保育所に用務員を配置し日常の清掃等を行う。
・警備委託をはじめ、施設にある設備等の維持管理、点検等を専門業者により行う。

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

事業対象

メインターゲット 公立保育所及び小規模保育施設に入所している乳幼児

サブターゲット

ターゲットが抱える課題
保育所等に通所する乳幼児が安全で衛生的な場で保育を受けられるよう必要な警
備や施設保全、保守点検等を実施する必要がある。

ターゲットが抱える課題

関係補助金名称 サンセット
関係附属機関名称

事業期間 不明 年度 年度まで
根拠法令等 児童福祉法

種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

総合計画体系
基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
施策目標 15.子どもたちが健やかに育つことができるまち
実行計画名

R3 R4 R5市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

324

事務事業名称 公立保育所維持管理業務

測定年度 2022（R4）年度 部 子ども未来部 課 公立保育幼稚園課



４．決算額 （千円）

５．総括的分析

６．今後の方向性

総括的分析
警備委託をはじめ、施設にある設備等の維持管理、点検など専門性の高い業務については、外部委託により
実施することで、適切な施設の維持管理を実施した。

区分 現状維持

今後の取り組み方針

保育環境・衛生環境の効率的かつ効果的な維持管理を継続する。災害時には被害状況の確認を速やかに行
い、適切な対応を行っていく。また、技能労務職のあり方、技能労務職員等の配置基準の見直しの検討を進
め、事業費削減への取り組みを進めていく。

歳入計（物件費に充当される特定財源） 4,562 930 775 0
一般財源（物件費に充当されるもの） 88,255 85,300 89,389 101,328

0 0
その他 3,619 0 0 0

※「正職員、再任用、
任期付」の人件費に
ついては、人員配置
をもとに平均人件費
を乗算しています。
※「歳入」欄には物件
費に充当されるもの
のみを記載していま
す。

府支出金 0 0 0 0
受益者負担（使用料、手数料） 0 0 0歳

入

国庫支出金 943 930 775 0

0
市債 0 0

歳出計 178,542 181,050 178,367
物件費計 92,817 86,230 90,164 101,328 89.0%

人件費計 85,725 94,820 88,203
附属機関委員 0 0 0

会計年度任用職員 0 19,995 18,432

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 85,725 74,825 69,771

特別職非常勤 0 0 0

R2決算額 R3決算額 R4決算額 (参考)R4予算額 (参考)予算執行率



事務事業実績測定調書 R4調書番号

１．事務事業の概要

～

～

２．ロジックモデル及び指標設定

３．人員体制 （人）

会計年度任用職員 120.47
特別職非常勤 22.00
附属機関委員 0.00

正職員 194.74
再任用 6.60

任期付職員 69.47

R4実績

達成度 100% 100%

17 17 17 17 17実績 1 0 2 17

15 17 17 17 15
（見込み）

R4 R5
目標

0  0 0 0 17 17 17

R2 R3 R4 R5 R2 R3
指標種類 減少することが良いとされる指標 減少することが良いとされる指標 減少することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

単位 箇所 単位 園

各種業務委託等を通じて、適切な
管理運営を行う。

適切な保育を実施できるよう、各種
業務委託等を行う。

指
標
設
定

指標説明
公立保育所の管理運営に係る苦
情件数

円滑な保育運営を適切な管理運
営のもと実現した保育所数

各種業務委託等を実施している保
育所数

単位 件

めざす姿、あるべき姿 保育所等に通所する乳幼児が適正な人員配置の下保育を受けられ、保育所運営に係る各種業務委託等
が適正に実施される（課題が解決した状態）

事業概要

公立保育所及び小規模保育施設、臨時保育室（以下、「保育所」という。）における適切な保育を実施す
る。
平成30年10月に1園、及び平成31年1月に2園の小規模保育施設を開設し、令和3年10月に臨時保育室1
園を開設。
令和3年度において、乳児保育、延長保育、障害児保育を実施。保育所10園、小規模保育施設6園、臨時
保育室1園計17施設の管理運営を以下の内容等をもって実施。令和4年秋頃に渚西保育所跡地を活用し
て渚西臨時保育室を開設予定。
・保育所運営に係る人員の配置（会計年度任用職員の募集・雇用等）
・保育所運営に係る各種業務委託の実施（園外保育に伴うバスの借り上げ等）
・調理業務（入所児への給食の提供）の実施
・３歳児以上の完全給食の実施
・保護者、保育士の事務負担軽減のため登校園管理システムを導入した。

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

適正な管理運営により、保育所等
に通所する乳幼児が安全で安心
な保育を受けられる。

事業対象

メインターゲット 公立保育所及び小規模保育施設、臨時保育室に通所する乳幼児

サブターゲット 公立保育所及び小規模保育施設、臨時保育室に通所する乳幼児の保護者

ターゲットが抱える課題
保育所等に通所する乳幼児が安全で安心な保育を受けられるよう適正な人員配置
を行うほか、保育所運営に係る各種業務委託等を実施する必要がある

ターゲットが抱える課題

関係補助金名称 サンセット
関係附属機関名称

事業期間 不明 年度 年度まで
根拠法令等 児童福祉法

種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

総合計画体系
基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
施策目標 15.子どもたちが健やかに育つことができるまち
実行計画名

R3 R4 R5市長公約との関係 所信表明 ○ 市政運営方針 R2

325

事務事業名称 公立保育所管理運営事業

測定年度 2022（R4）年度 部 子ども未来部 課 公立保育幼稚園課



４．決算額 （千円）

５．総括的分析

６．今後の方向性

総括的分析
適正な人員の配置や各種業務委託等を通じて、保育所の適切な管理運営を達成した。また、災害等の緊急時
において保育を実施する必要があることから、水やアルファ化米等を備蓄した。また、認可保育所等に申込みを
し、かつ待機となっている児童を受け入れるため、令和4年10月より渚西臨時保育室を開設した。

区分 現状維持

今後の取り組み方針 適切な保育が実施できるよう、適正な人員配置や、効果的な予算執行を図っていく。

歳入計（物件費に充当される特定財源） 60,031 27,000 24,854 25,536
一般財源（物件費に充当されるもの） 103,376 144,232 128,491 145,893

0 0
その他 26,308 20,689 21,619 25,534

※「正職員、再任用、
任期付」の人件費に
ついては、人員配置
をもとに平均人件費
を乗算しています。
※「歳入」欄には物件
費に充当されるもの
のみを記載していま
す。

府支出金 22,534 1,564 0 0
受益者負担（使用料、手数料） 3 3 3歳

入

国庫支出金 0 3,763 3,232 0

2
市債 0 0

歳出計 2,606,101 2,516,931 2,375,041
物件費計 169,128 171,232 153,345 171,429 89.5%

人件費計 2,442,694 2,345,699 2,221,696
附属機関委員 0 0 0

会計年度任用職員 200,236 397,247 364,658

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 2,237,095 1,943,235 1,851,871

特別職非常勤 5,363 5,217 5,167

R2決算額 R3決算額 R4決算額 (参考)R4予算額 (参考)予算執行率



事務事業実績測定調書 R4調書番号

１．事務事業の概要

～

～

２．ロジックモデル及び指標設定

３．人員体制 （人）

会計年度任用職員 0.00
特別職非常勤 0.00
附属機関委員 0.00

正職員 0.60
再任用 0.00

任期付職員 0.00

R4実績

達成度 0% 82%

0 11 152 134 142実績 76

100以内 120 120 120 120
（見込み）

R4 R5
目標

100以内 100以内 100以内

R2 R3 R4 R5 R2 R3
指標種類 減少することが良いとされる指標 減少することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

単位 ％ 単位 件

保育所施設等（設備）の環境が適
正に整備されている。

保育所施設等（設備）について、
修繕、補修工事の実施を行う。

指
標
設
定

指標説明

補修工事費に係る当初予算額に
対する決算額の割合。
【算出式：決算額/当初予算額×
100】

修繕、補修工事の実施件数

単位

めざす姿、あるべき姿 老朽化等により改善が必要となった公立保育所内の設備について修繕や補修工事を実施し、安全で衛生
的な環境が整備されている状態（課題が解決した状態）

事業概要
老朽化等により安全性や衛生面において改善が必要となった保育所施設等（設備）について、環境整備を
行う。
・修繕、補修工事の実施（床張替え、様式トイレへの切り替え、電灯衛生器具の交換等）

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

事業対象

メインターゲット 公立保育所及び小規模保育施設

サブターゲット 公立保育所及び小規模保育施設に通所する乳幼児

ターゲットが抱える課題
老朽化している保育所施設については安全性や衛生面の観点から改善する必要が
ある

ターゲットが抱える課題

関係補助金名称 サンセット
関係附属機関名称

事業期間 2009（H21）年度 年度 年度まで
根拠法令等 児童福祉法

種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

総合計画体系
基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
施策目標 15.子どもたちが健やかに育つことができるまち
実行計画名

R3 R4 R5市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

326

事務事業名称 公立保育所保育環境整備事業

測定年度 2022（R4）年度 部 子ども未来部 課 公立保育幼稚園課



４．決算額 （千円）

５．総括的分析

６．今後の方向性

総括的分析

・山田保育所の3・4・5歳児室・職員室及び廊下床改修工事に係る設計委託実施
・香里団地保育所キュービクル改修工事に伴う設計委託実施及び同工事への着手
・上記工事の他、老朽化に対応する処置として各種修繕を実施し、園児が安全かつ衛生的に過ごせるような保
育環境整備を行った。

区分 現状維持

今後の取り組み方針
今後更なる老朽化に対応するために、適切な修繕、補修工事を実施し、安全かつ衛生的な保育環境維持を努
める。

歳入計（物件費に充当される特定財源） 38,300 0 0 0
一般財源（物件費に充当されるもの） 53,152 0 3,034 5,122

0 0
その他 0 0 0 0

※「正職員、再任用、
任期付」の人件費に
ついては、人員配置
をもとに平均人件費
を乗算しています。
※「歳入」欄には物件
費に充当されるもの
のみを記載していま
す。

府支出金 0 0 0 0
受益者負担（使用料、手数料） 0 0 0歳

入

国庫支出金 0 0 0 0

0
市債 38,300 0

歳出計 98,630 7,857 7,721
物件費計 91,452 0 3,034 5,122 59.2%

人件費計 7,178 7,857 4,687
附属機関委員 0 0 0

会計年度任用職員 0 0 0

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 7,178 7,857 4,687

特別職非常勤 0 0 0

R2決算額 R3決算額 R4決算額 (参考)R4予算額 (参考)予算執行率



事務事業実績測定調書 R4調書番号

１．事務事業の概要

～

～

２．ロジックモデル及び指標設定

３．人員体制 （人）

会計年度任用職員 0.00
特別職非常勤 0.00
附属機関委員 0.00

正職員 0.70
再任用 0.00

任期付職員 0.00

R4実績

達成度 0% 225% 75%

574 675 1 6 6実績 58

300 8 7 8 7
（見込み）

R4 R5
目標

300 300 300

R2 R3 R4 R5 R2 R3
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

単位 人 単位 件

各種研修を通じて、専門性を強化
し、保育の質の向上につながり、
安心した保育を行うことができる。

保育士等に対し、各種研修を実
施。

指
標
設
定

指標説明
研修に参加した延べ人数 各種研修の実施件数

単位

めざす姿、あるべき姿 保育士への研修を行うことにより、専門性を強化し、保育の質の向上につながり、安心した保育を行うことが
できる。（課題が解決した状態）

事業概要

中核市移行に伴い、以下の3種の研修について、市で実施をしている。
就学前人権研修については、人権が尊重された就学前教育をめざして今日的な課題への対応の在り方に
ついて、教育心理学・障害児教育学の教授による講演の実施。
障害児研修については、障害児保育の実施に必要な知識及び技術について、発達心理学、障害児心理
学の教授による講演の実施。
認可外保育所研修については、保育従事者の必要な知識及び技術について、虐待対応等について家庭
児童相談員等による講演を実施。

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

事業対象

メインターゲット 市内保育所等の保育担当職員

サブターゲット

ターゲットが抱える課題
日々の業務の中で、障害児保育や虐待対応等について学ぶ機会が少なく、業務だ
けで専門性を強化することが難しい。

ターゲットが抱える課題

関係補助金名称 サンセット
関係附属機関名称

事業期間 2014（H26）年度 年度 年度まで
根拠法令等 児童福祉法第11条　　地方自治法施行令第１７４条の２６及び同施行令第１７４条の４９の２

種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

総合計画体系
基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
施策目標 15.子どもたちが健やかに育つことができるまち
実行計画名

R3 R4 R5市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

327

事務事業名称 保育士等研修事業

測定年度 2022（R4）年度 部 子ども未来部 課 公立保育幼稚園課



４．決算額 （千円）

５．総括的分析

６．今後の方向性

総括的分析
就学前人権研修174人、障害児研修307人、保健研修165人の公私立保育所（園）等の保育士等の参加があっ
た。

区分 現状維持

今後の取り組み方針
引き続き対面による研修開催に加え、オンライン研修を開催することで、多くの保育士等が参加できる整備を
行っていき、保育士等の質の向上に努める。

歳入計（物件費に充当される特定財源） 523 490 2,938 0
一般財源（物件費に充当されるもの） 524 929 3,114 7,652

0 0
その他 0 0 0 0

※「正職員、再任用、
任期付」の人件費に
ついては、人員配置
をもとに平均人件費
を乗算しています。
※「歳入」欄には物件
費に充当されるもの
のみを記載していま
す。

府支出金 0 0 0 0
受益者負担（使用料、手数料） 0 0 0歳

入

国庫支出金 523 490 2,938 0

0
市債 0 0

歳出計 3,440 4,562 11,520
物件費計 1,047 1,419 6,052 7,652 79.1%

人件費計 2,393 3,143 5,468
附属機関委員 0 0 0

会計年度任用職員 0 0 0

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 2,393 3,143 5,468

特別職非常勤 0 0 0

R2決算額 R3決算額 R4決算額 (参考)R4予算額 (参考)予算執行率



事務事業実績測定調書 R4調書番号

１．事務事業の概要

～

～

２．ロジックモデル及び指標設定

３．人員体制 （人）

会計年度任用職員 27.88
特別職非常勤 0.00
附属機関委員 0.00

正職員 0.30
再任用 0.00

任期付職員 6.00

R4実績

達成度 135% 115% 96%

33,049 34,454 1,723 1,752 1,758実績 91 92 96 28,218

31,000 1,888 1,698 1,698 1,698
（見込み）

R4 R5
目標

70  71 71 72 28,000 29,000 30,000

R2 R3 R4 R5 R2 R3
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標 減少することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

単位 人 単位 日

幼稚園に園児を預ける。
幼稚園で園児の預かり保育を実施
する。

指
標
設
定

指標説明

「預かり保育についてのアンケー
ト」における「保護者の方は、預かり
保育を効果的に利用できています
か？」の質問項目に対する肯定的
評価（「利用できている」）の割合
【算出式：アンケートにおいて「利
用できている」と回答した人数／ア
ンケート回答者数×100】

利用者数 実施日数

単位 ％

めざす姿、あるべき姿
安心して子どもを預けながら、就労できる状態

（課題が解決した状態）

事業概要

保護者支援の充実の一環として、幼稚園で一時預かりを実施し、幼児の心身の健全な発達を促すととも
に、幼児教育の充実と保護者の子育て支援及び就労支援の充実を図る。
保護者支援のさらなる充実を図るため、従来実施していなかった新学期準備期間（4月1日から4月7日）に
ついても預かり保育を実施する。

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

園児を安心して預けることができ、
保護者の子育て支援及び就労支
援が充実したものとなる。

事業対象

メインターゲット 子どもを預けたい意向を持つ保護者

サブターゲット 枚方市立幼稚園に在園する園児

ターゲットが抱える課題 子どもを預ける場所を確保できず、就労できない。

ターゲットが抱える課題

関係補助金名称 サンセット
関係附属機関名称

事業期間 2015（H27）年度 年度 年度まで
根拠法令等 決裁

種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

総合計画体系
基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
施策目標 15.子どもたちが健やかに育つことができるまち
実行計画名 15-2.保育環境等の充実

R3 R4 R5市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

336

事務事業名称 預かり保育事業

測定年度 2022（R4）年度 部 子ども未来部 課 公立保育幼稚園課



４．決算額 （千円）

５．総括的分析

６．今後の方向性

総括的分析

幼児の心身の健全な発達を促すとともに、幼児教育の充実と保護者の子育て支援及び就労支援の充実を図る
ため、延べ1,758回の預かり保育を実施した。また、幼稚園において、２・３歳の未就園児及び保護者が、安心し
て遊び、交流できる場として提供し、家庭の教育力を高めるための幼児教育教室については、273回実施し、延
べ2,247名が参加した。

区分 現状維持

今後の取り組み方針
預かり保育を拡充し、幼児教育教室の充実を図る中で、保護者の活用状況や要望、参加状況等を見極めなが
ら、幼児にとって安全・安心な遊び場を提供し、子育て支援の一層の充実を図る。

歳入計（物件費に充当される特定財源） 6 52 58 0
一般財源（物件費に充当されるもの） 38 48 56 185

0 0
その他 0 0 0 0

※「正職員、再任用、
任期付」の人件費に
ついては、人員配置
をもとに平均人件費
を乗算しています。
※「歳入」欄には物件
費に充当されるもの
のみを記載していま
す。

府支出金 3 26 29 0
受益者負担（使用料、手数料） 0 0 0歳

入

国庫支出金 3 26 29 0

0
市債 0 0

歳出計 64,236 72,317 79,316
物件費計 44 100 114 185 61.6%

人件費計 64,192 72,217 79,202
附属機関委員 0 0 0

会計年度任用職員 61,002 43,760 51,178

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 3,190 28,457 28,024

特別職非常勤 0 0 0

R2決算額 R3決算額 R4決算額 (参考)R4予算額 (参考)予算執行率



事務事業実績測定調書 R4調書番号

１．事務事業の概要

～

～

２．ロジックモデル及び指標設定

達成度 100% 98% 100%

94.49 83.10 7 6 6実績 98 98 99 86.70

85 7 6 6 6
（見込み）

R4 R5
目標

97  98 99 100 85 85 85

R2 R3 R4 R5 R2 R3
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

単位 ％ 単位 園

幼稚園の運営経費について適正
な執行管理が行われる。

幼児に豊かな心を育む多様な体
験の機会の提供など、幼児教育の
充実を図るため、各幼稚園が円滑
な運営に必要とする予算の要求に
対し、適切に内容の精査を行う。

指
標
設
定

指標説明

利用者アンケートにおける肯定的
な評価（「満足」または「やや満
足」）の割合【算定式：肯定的回答
者数/回答者総数*100】

幼稚園の運営に要する経費に対
する決算額の割合【算定式：決算
額/当初予算額*100】

各幼稚園の予算要求に対し、適切
に審査した園数

単位 ％

めざす姿、あるべき姿
幼稚園教育要領で求められている教育を円滑に推進できるとともに、園児や保護者、地域の２、３歳の未就
園児及び保護者が安心して登園し、教育力向上及び子育て不安の軽減等を図れるよう適切な管理運営が
実施される。

（課題が解決した状態）

事業概要

公立幼稚園（以下、「幼稚園」という。）における適切な教育を実施する。
令和２年４月１日現在の入所児童数は４９０人。令和２年度において、３年保育（６園）、２年保育（１園）、預
かり保育（７園）、支援教育（７園）を実施。幼稚園教育要領で求められている教育を円滑に推進できるととも
に、小学校への滑らかな接続をめざした幼小連携の推進や、幼児に豊かな心を育む多様な体験の機会の
提供など、幼児教育の充実を図る。また、保護者支援の充実の一環として、家庭の教育力を高めるともに、
子育て不安の軽減等を図るために、地域の２・３歳の未未就園児及び保護者が、安心して遊び、交流でき
る場を提供する。
そのため、６施設の管理運営を以下の内容等をもって実施。
・運営に係る人員の配置（職員管理、会計年度任用職員の雇用など）
・運営に係る必要な経費の円滑な運用
【令和3年度当初】
・令和3年10月より、枚方幼稚園、田口山幼稚園で給食提供のモデル実施
【令和4年度当初】
・令和4年10月より、枚方、田口山、高陵、蹉だ幼稚園において幼稚園給食の本格実施を開始する。

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

幼稚園に通園する園児や保護者、
地域の２、３歳の未就園児及び保
護者が安全で安心な教育を受けら
れる。

事業対象

メインターゲット 公立幼稚園在園児

サブターゲット 公立幼稚園の園児の保護者・地域の２、３歳の未就園児とその保護者

ターゲットが抱える課題

公立に通園する園児が安全で安心な教育を受けられるよう適正な管理運営を行うと
ともに、地域の２、３歳の未就園児とその保護者が教育力向上及び子育て不安が軽
減を図れる取り組みをする必要がある。

ターゲットが抱える課題

関係補助金名称 サンセット
関係附属機関名称 教育委員会

事業期間 不明 年度 年度まで
根拠法令等 学校教育法

種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

総合計画体系
基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
施策目標 15.子どもたちが健やかに育つことができるまち
実行計画名 15-1.子育て支援の充実

R3 ○ R4 ○ R5市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

337

事務事業名称 公立幼稚園管理運営事業

測定年度 2022（R4）年度 部 子ども未来部 課 公立保育幼稚園課



３．人員体制 （人）

４．決算額 （千円）

歳入計（物件費に充当される特定財源） 4,130 8,702 5,280 6,324
一般財源（物件費に充当されるもの） 27,912 35,756 40,750 49,035

0 0
その他 82 4,596 3,564 3,943

※「正職員、再任用、
任期付」の人件費に
ついては、人員配置
をもとに平均人件費
を乗算しています。
※「歳入」欄には物件
費に充当されるもの
のみを記載していま
す。

府支出金 2,861 3,343 1,241 1,500
受益者負担（使用料、手数料） 0 0 0歳

入

国庫支出金 1,187 763 475 881

0
市債 0 0

歳出計 336,059 299,851 307,087
物件費計 34,441 44,458 46,030 55,359 83.1%

人件費計 304,017 255,393 261,057
附属機関委員 0 0 0

会計年度任用職員 10,916 15,432 19,866

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 288,756 237,100 237,454

特別職非常勤 4,345 3,761 3,737

R2決算額 R3決算額 R4決算額 (参考)R4予算額 (参考)予算執行率

会計年度任用職員 7.57
特別職非常勤 23.00
附属機関委員 0.00

正職員 21.63
再任用 0.00

任期付職員 16.00

R4実績

達成度 100% 100% 100%

100 100 7 6 6実績 98 98 99 100

100 7 6 6 6
（見込み）

R4 R5
目標

97 98 99 100 100 100 100

R2 R3 R4 R5 R2 R3
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

単位 ％ 単位 園

健康状態が把握され、疾病の早期
発見、必要に応じた事後指導な
ど、園児・児童・生徒の健康保持に
つながる。

園児・児童・生徒等の健康診断を
定期的に実施する。

指
標
設
定
③

指標説明

利用者アンケートにおける肯定的
な評価（「満足」または「やや満
足」）の割合【算定式：肯定的回答
者数/回答者総数*100】

定期健康診断の受診率
【算出式：受診者数/対象者数×
100】

健康診断を実施している幼稚園数

単位 ％

達成度 100% 50% 100%

ロジックモデル③

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

幼稚園に通園する園児や保護者、
地域の２、３歳の未就園児及び保
護者が安全で安心な教育を受けら
れる。

494 2,247 7 6 6実績 98 98 99 180

4,500 7 6 6 6
（見込み）

R4 R5
目標

97 98 99 100 4,500 4,500 4,500

R2 R3 R4 R5 R2 R3
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

単位 人 単位 園

未就園の幼児と保護者が幼児教
育教室に参加する。

地域の２、３歳の未就園児とその保
護者を対象とした幼児教育教室を
実施する。

指
標
設
定
②

指標説明

利用者アンケートにおける肯定的
な評価（「満足」または「やや満
足」）の割合【算定式：肯定的回答
者数/回答者総数*100】

参加者数 実施箇所数

単位 ％

ロジックモデル②

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

幼稚園に通園する園児や保護者、
地域の２、３歳の未就園児及び保
護者が安全で安心な教育を受けら
れる。



５．総括的分析

６．今後の方向性

総括的分析

・地域の2,3歳の未就園児とその保護者を対象とした幼児教育教室を全市立幼稚園において実施し、延べ
2,247人の参加があった。
・全市立幼稚園において健康診断を実施し、すべての対象児童が検診を受診した。
・令和４年10月より、高陵幼稚園、さだ幼稚園において幼稚園給食の提供を開始した。

区分 現状維持

今後の取り組み方針
引き続き、幼少連携の推進や多様な体験の機会提供など幼児教育の充実を図るとともに、保護者支援充実の
一環として、家庭の教育力向上や子育て不安の軽減に向けた取り組みを進める。



事務事業実績測定調書 R4調書番号

１．事務事業の概要

～

～

２．ロジックモデル及び指標設定

３．人員体制 （人）

会計年度任用職員 3.20
特別職非常勤 0.00
附属機関委員 0.00

正職員 2.90
再任用 0.00

任期付職員 0.00

R4実績

達成度 0% 91% 100%

98 91 7 6 6実績 7

100以内 7 6 6 6
（見込み）

R4 R5
目標

100以内 100以内 100以内

R2 R3 R4 R5 R2 R3
指標種類 減少することが良いとされる指標 減少することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

単位 ％ 単位 園

幼稚園施設等（設備）の環境が適
正に整備されている。

公立幼稚園の施設保全や保守点
検等を行う。

指
標
設
定

指標説明

修繕料、補修工事費に係る当初予
算額に対する決算額の割合。
【算出式：決算額/当初予算額×
100】

保守点検等を実施した園数

単位

めざす姿、あるべき姿
公立幼稚園施設を適切に維持管理、環境整備を行うことで保育の場の安全、衛生面が確保されている状
態。老朽化等により改善が必要となった公立幼稚園内の設備について修繕や補修工事を実施し、安全で
衛生的な環境が整備されている状態。

（課題が解決した状態）

事業概要

・各幼稚園に用務員を配置し日常の清掃等を行う。
・警備委託をはじめ、施設にある設備等の維持管理、点検等を専門業者により行う。
・老朽化等により安全性や衛生面において改善が必要となった幼稚園施設等（設備）について、環境整備
を行う。
・修繕、補修工事の実施（床張替え、洋式トイレへの切り替え、電灯衛生器具の交換等）

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

事業対象

メインターゲット 公立幼稚園の園児

サブターゲット

ターゲットが抱える課題
公立幼稚園に通所する乳幼児が安全で衛生的な場で保育を受けられるよう必要な
警備や施設保全、保守点検等を実施する必要がある。

ターゲットが抱える課題

関係補助金名称 サンセット
関係附属機関名称 教育委員会

事業期間 不明 年度 年度まで
根拠法令等 学校教育法

種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

総合計画体系
基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
施策目標 15.子どもたちが健やかに育つことができるまち
実行計画名

R3 R4 R5市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

341

事務事業名称 公立幼稚園環境整備事業

測定年度 2022（R4）年度 部 子ども未来部 課 公立保育幼稚園課



４．決算額 （千円）

５．総括的分析

６．今後の方向性

総括的分析

・各幼稚園に校務員を配置し日常の清掃等を行った。
・警備委託をはじめ、施設にある設備等の維持管理、点検等など専門性の高い業務については、外部委託によ
り実施することで、適切な施設の維持管理を実施した。
・公立幼稚園の維持補修として、枚方・香里・樟葉・高陵幼稚園のトイレ改修工事（ドライ化）を行うとともに、樟葉
幼稚園の園舎フェンス改修工事を行い、園児が安全かつ衛生的に過ごせる環境を整備した。

区分 現状維持

今後の取り組み方針

・保育環境・衛生環境の効率的かつ効果的な維持管理を継続する。災害時には被害状況の確認を速やかに行
い、適切な対応を行っていく。
・保全計画に基づく施設全般の維持保全及び予防保全工事を計画的に進めるとともに、園からの要望に対し緊
急性や安全性を最優先とした工事や修繕により、良好な環境の維持に努める。

歳入計（物件費に充当される特定財源） 0 0 0 0
一般財源（物件費に充当されるもの） 8,037 49,280 50,715 56,184

0 0
その他 0 0 0 0

※「正職員、再任用、
任期付」の人件費に
ついては、人員配置
をもとに平均人件費
を乗算しています。
※「歳入」欄には物件
費に充当されるもの
のみを記載していま
す。

府支出金 0 0 0 0
受益者負担（使用料、手数料） 0 0 0歳

入

国庫支出金 0 0 0 0

0
市債 0 0

歳出計 44,576 85,066 81,282
物件費計 8,037 49,280 50,715 56,184 90.3%

人件費計 36,539 35,786 30,567
附属機関委員 0 0 0

会計年度任用職員 6,234 5,929 7,912

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 30,305 29,857 22,655

特別職非常勤 0 0 0

R2決算額 R3決算額 R4決算額 (参考)R4予算額 (参考)予算執行率



事務事業実績測定調書 R4調書番号

１．事務事業の概要

～

～

２．ロジックモデル及び指標設定

３．人員体制 （人）

会計年度任用職員 0.00
特別職非常勤 0.00
附属機関委員 0.00

正職員 0.00
再任用 0.00

任期付職員 0.00

R4実績

達成度 0% 83% 100%

0 83 0 0 1実績 0

100 1 1 1 1
（見込み）

R4 R5
目標

100 100 100

R2 R3 R4 R5 R2 R3
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

単位 人 単位 回

枚方市学校保健研究大会に学校
保健関係者及び市民が参加する。

枚方市学校保健研究大会を開催
する。

指
標
設
定

指標説明
枚方市学校保健研究大会の参加
者数

枚方市学校保健研究大会の開催
回数

単位

めざす姿、あるべき姿
学校保健会の事業の円滑な実施について支援する。

（課題が解決した状態）

事業概要

幼児一人ひとりの健康・安全の保持増進を目指し、会員相互が連帯して学校保健が当面している諸問題
について調査研究協議を進め、学校保健の推進と実践活動を行うために次の事業を行う。
（１）保健安全、衛生思想の普及啓発
（２）学校保健の振興に必要な計画及び事業
（３）学校保健に関する調査研究
（４）学校保健関係者の交流及び研究活動の支援
（５）その他本会の目的達成に必要な事業

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

事業対象

メインターゲット 学校保健関係者（学校医、学校歯科医、学校薬剤師、教職員、PTA、教育委員会）

サブターゲット 枚方市立幼稚園の幼児

ターゲットが抱える課題
幼稚園生活を安全・安心に過ごすことが出来るための調査研究協議をする場が少な
い。

ターゲットが抱える課題

関係補助金名称 サンセット
関係附属機関名称

事業期間 不明 年度 年度まで
根拠法令等 学校保健安全法

種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

総合計画体系
基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち
実行計画名

R3 R4 R5市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

427

事務事業名称 学校保健会支援事業（幼稚園）

測定年度 2022（R4）年度 部 子ども未来部 課 公立保育幼稚園課



４．決算額 （千円）

５．総括的分析

６．今後の方向性

総括的分析

（1）幼児・児童・生徒一人ひとりの健康・安全の保持増進を目指し、会員相互が連携して学校保健が当面してい
る諸問題について調査研究を進めるため、負担金の支払いを行った。
（2）枚方市保健会総会並びに講演会の実施支援、総会参加人数   42人
（3）枚方市立学校保健研究大会の実施支援　研究大会参加人数   83人

区分 現状維持

今後の取り組み方針 今後も引き続き、学校保健会の目的達成に必要な事業の実施支援を行い、学校保健の推進を図っていく。

歳入計（物件費に充当される特定財源） 0 0 0 0
一般財源（物件費に充当されるもの） 11 10 10 10

0 0
その他 0 0 0 0

※「正職員、再任用、
任期付」の人件費に
ついては、人員配置
をもとに平均人件費
を乗算しています。
※「歳入」欄には物件
費に充当されるもの
のみを記載していま
す。

府支出金 0 0 0 0
受益者負担（使用料、手数料） 0 0 0歳

入

国庫支出金 0 0 0 0

0
市債 0 0

歳出計 11 10 10
物件費計 11 10 10 10 100.0%

人件費計 0 0 0
附属機関委員 0 0 0

会計年度任用職員 0 0 0

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 0 0 0

特別職非常勤 0 0 0

R2決算額 R3決算額 R4決算額 (参考)R4予算額 (参考)予算執行率



事務事業実績測定調書 R4調書番号

１．事務事業の概要

～

～

２．ロジックモデル及び指標設定

達成度 100% 153% 100%

52 46 7 6 6実績 100 100 100 46

30 7 6 6 6
（見込み）

R4 R5
目標

100 100 100 100 10 30 30

R2 R3 R4 R5 R2 R3
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標 減少することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

単位 人 単位 園

配慮が必要な園児に支援教育担
当臨時講師、生活支援員を配置
し、支援教育が推進される。

市立幼稚園の支援教育推進の中
心となる支援教育コーディネー
ターを配置し、支援教育担当臨時
講師、生活支援員の活動を指導
する。

指
標
設
定
②

指標説明

支援が必要と認められた園児に対
する支援率
【算出式：支援をしている園児数/
支援を必要とする園児数×100】

支援教育担当臨時講師、生活支
援員の配置数

支援教育コーディネーター配置園
数

単位 ％

達成度 100% 116% 160%

ロジックモデル②

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

支援教育の充実が図られ、個々の
状況に応じた支援を受けることが
できている。

304 371 15 13 16実績 100 100 100 379

320 10 10 10 10
（見込み）

R4 R5
目標

100  100 100 100 20 320 320

R2 R3 R4 R5 R2 R3
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

単位 回 単位 園

相談員の派遣により、対象の職
員、園児に対し、適切な指導・助
言を行うことが出来る。

公私立幼稚園に在籍する発達障
害等の園児への支援のため、公私
立幼稚園に相談員を派遣する。

指
標
設
定

指標説明

支援が必要と認められた園児に対
する支援率
【算出式：支援をしている園児数/
支援を必要とする園児数×100】

専門家による指導・助言回数
公私立幼稚園への専門家派遣園
数

単位 ％

めざす姿、あるべき姿
支援教育の充実が図られ、個々の状況に応じた支援を受けることができる状態。

（課題が解決した状態）

事業概要

・支援教育コーディネーター、支援教育担当臨時講師、生活支援員を配置し、支援の必要な公立幼稚園
に在籍する園児の発達支援、生活支援を行う。
・看護師を配置し、医療的ケアを必要とする幼児における日常生活を支援する。
・市内公私立幼稚園に相談員を派遣し、保護者や教職員に対して、相談や指導・助言を行う。
・就学前の幼児を対象とし、専門的な言語訓練や指導及び、相談活動を行い、スムーズな小学校就学につ
なげる。

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

支援教育の充実が図られ、個々の
状況に応じた支援を受けることが
できている。

事業対象

メインターゲット 障害児、医療的ケアを必要とする児童

サブターゲット

ターゲットが抱える課題 個に応じた支援を受ける機会を充実する必要がある。

ターゲットが抱える課題

関係補助金名称 サンセット
関係附属機関名称

事業期間 2005（H17）年度 年度 年度まで
根拠法令等 決裁

種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

総合計画体系
基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち
実行計画名

R3 R4 R5市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

452

事務事業名称 就学前支援教育推進事業

測定年度 2022（R4）年度 部 子ども未来部 課 公立保育幼稚園課



３．人員体制 （人）

４．決算額 （千円）

５．総括的分析

６．今後の方向性

総括的分析

・全市立幼稚園に支援教育コーディネーターを配置するとともに、支援教育担当臨時講師及び生活支援員を
46名配置し、支援を必要とする園児の発達支援、生活支援を行った。
・令和４年度は、医療的ケアを必要とする在園児が１名いたため、看護師を配置した。
・市内の公私立幼稚園等16か所に相談員を派遣し、保護者や教職員に対して、延べ371回の相談や指導・助
言を行った。

区分 現状維持

今後の取り組み方針
障害のある子どもに対して、社会的障壁を取り除くために行われる合理的配慮の観点を踏まえ、基礎的環境整
備を整えていくとともに、本人・保護者の意向を受け止め、合意形成を図りながら支援教育の充実を図っていく。

歳入計（物件費に充当される特定財源） 3,032 2,446 2,982 0
一般財源（物件費に充当されるもの） 2,294 2,156 2,086 5,331

0 0
その他 0 0 0 0

※「正職員、再任用、
任期付」の人件費に
ついては、人員配置
をもとに平均人件費
を乗算しています。
※「歳入」欄には物件
費に充当されるもの
のみを記載していま
す。

府支出金 0 2,446 2,982 0
受益者負担（使用料、手数料） 0 0 0歳

入

国庫支出金 3,032 0 0 0

0
市債 0 0

歳出計 47,155 78,328 72,494
物件費計 5,326 4,602 5,068 5,331 95.1%

人件費計 41,829 73,726 67,426
附属機関委員 0 0 0

会計年度任用職員 17,419 69,797 63,520

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 24,410 3,929 3,906

特別職非常勤 0 0 0

R2決算額 R3決算額 R4決算額 (参考)R4予算額 (参考)予算執行率

会計年度任用職員 22.35
特別職非常勤 0.00
附属機関委員 0.00

正職員 0.50
再任用 0.00

任期付職員 0.00

R4実績

達成度 100% 50% 100%

2 1 3 3 2実績 100 100 100 2

2 2 2 2 2
（見込み）

R4 R5
目標

100 100 100 100 2 2 2

R2 R3 R4 R5 R2 R3
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

単位 人 単位 人

看護師を配置することにより、対象
幼児の市立幼稚園における日常
生活を支援する。

医療的ケアを必要とする幼児のた
め、看護師を配置。

指
標
設
定
③

指標説明

支援が必要と認められた園児に対
する支援率
【算出式：支援をしている園児数/
支援を必要とする園児数×100】

看護師を必要とする園児数 看護師の配置人数

単位 ％

ロジックモデル③

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

支援教育の充実が図られ、個々の
状況に応じた支援を受けることが
できている。



事務事業実績測定調書 R4調書番号

１．事務事業の概要

～

～

２．ロジックモデル及び指標設定

３．人員体制 （人）

会計年度任用職員 0.80
特別職非常勤 0.00
附属機関委員 0.00

正職員 1.30
再任用 0.00

任期付職員 0.00

R4実績

達成度 0% 0% 0%

実績

（見込み）

R4 R5
目標

R2 R3 R4 R5 R2 R3
指標種類

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

単位 単位指
標
設
定

指標説明

単位

めざす姿、あるべき姿
課の運営が円滑に行われている

（課題が解決した状態）

事業概要
公立保育幼稚園課の予算及び決算に関する事務、職員の給与、休暇、人事、服務に関する事務、物品購
入、物品管理事務、文書の収受、発送、管理事務など。

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

事業対象

メインターゲット 公立保育幼稚園課の所属職員

サブターゲット

ターゲットが抱える課題 課の運営を円滑に図る必要がある

ターゲットが抱える課題

関係補助金名称 サンセット
関係附属機関名称

事業期間 2016（H28）年度 年度 年度まで
根拠法令等 決裁

種類 内部管理 特性 庶務的事務 区分 庶務的内部管理事務

総合計画体系
基本目標 9.施策体系外
施策目標 99.施策体系外
実行計画名

R3 R4 R5市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

875

事務事業名称 公立保育幼稚園課運営事務

測定年度 2022（R4）年度 部 子ども未来部 課 公立保育幼稚園課



４．決算額 （千円）

５．総括的分析

６．今後の方向性

総括的分析 必要な事務処理など、公立保育幼稚園課の運営を行った。

区分 現状維持

今後の取り組み方針 適切な業務運営に努める。

歳入計（物件費に充当される特定財源） 0 0 0 0
一般財源（物件費に充当されるもの） 187 241 212 312

0 0
その他 0 0 0 0

※「正職員、再任用、
任期付」の人件費に
ついては、人員配置
をもとに平均人件費
を乗算しています。
※「歳入」欄には物件
費に充当されるもの
のみを記載していま
す。

府支出金 0 0 0 0
受益者負担（使用料、手数料） 0 0 0歳

入

国庫支出金 0 0 0 0

0
市債 0 0

歳出計 9,757 12,815 11,973
物件費計 187 241 212 312 67.9%

人件費計 9,570 12,574 11,761
附属機関委員 0 0 0

会計年度任用職員 0 1,574 1,605

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 9,570 11,000 10,156

特別職非常勤 0 0 0

R2決算額 R3決算額 R4決算額 (参考)R4予算額 (参考)予算執行率


